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委員会等活動成果 
国際関係委員会 欧州調査部会 

“The Actuary”の記事紹介 

Pick Up 
英国アクチュアリー会月刊誌「The Actuary」2005 年 11 月号から 

2006 年 2 月 8 日 

スコットランドアクチュアリー会 創立 150 周年行事 
Faculty 150th events 

Faculty of Actuaries（スコットランドアクチュアリー会）は、2006 年に創立 150 周年を迎え
るにあたり、きたる 2006 年に実施されるイベントの概要をまとめた。 

 
※英国のアクチュアリー会（Actuarial Profession）は、ロンドンアクチュアリー会（Institute 

of Actuaries）とスコットランドアクチュアリー会（Faculty of Actuaries）から構成されてい
る。 ロンドンアクチュアリー会は世界最初のアクチュアリー会で、1848 年に設立され、1998
年に 150 周年を迎えた。 

 
１．予定されているイベントの日時と内容 

 
日時（すべて 2006 年） イベント内容 

1 月 4 日 16:30−18:30 設立 150 周年記念レセプション 
一年を通じて実施する、CHAS(Children's Hospice Association 
of Scotland)※への募金を募るチャリティー活動の紹介 

2 月 20 日 16:30− 150 周年プロジェクト「健康寿命（Health Expectancy）調査」
に関する発表 

3 月 14 日 年金に関する目下の話題について一日セミナー 
3 月 19 日 Sunday evening musical concert 

音楽に造詣のあるアクチュアリーがコンサートに参加する 
3 月 20 日 15:30− 
17:00− 

スコットランドアクチュアリー会の史料を公開 
Baroness Onora O'Neil 氏講演会、その後夕食会 

5 月 7 日〜9 日 医療保障に関する会議（年次でやっているもの） 
6 月 1 日 ICA 会議の中でスコットランドアクチュアリー会主催のレセプシ

ョンを実施 
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スコットランドアクチュアリー会やスコットランドの歴史等をデ
ィスプレー、ウイスキーのテイスティング等も 

6 月 4 日〜6 日 年金に関する会議（年次でやっているもの） 
6 月 18 日〜21 日 金融と投資に関する会議（年次でやっているもの） 
9 月 22 日 19 回グループコンサルタティフ学会（19th Groupe 

Consultatif Colloquium） 
テーマ：ソルベンシーⅡプロジェクト 
タイトル：「保険におけるリスクと資本管理（Risk and capital 
management in insurance）」 
シティ・ツアー等も含まれている。 

11 月 5 日〜7 日 生保に関する会議と博覧会（年次でやっているもの） 
11 月 17 日〜20 日 国際アクチュアリー会（IAA）の会議と Presidents' Forum を主

催 
12 月 2 日 チャリティーのための大舞踏会 
12 月 3 日〜5 日 Younger Members' Convention（年次でやっているもの） 

※難病や不治の病と戦う子供を持つ家庭の為のスコットランド唯一のホスピス団体。 
http://www.chas.org.uk/ 
 

２．その他 
 
○150 周年記念のホームページが立ち上げられている。 http://www.faculty150.org.uk/ 
それによると、The Actuary１１月号で紹介されている以外にも、以下のようなイベントが予

定されている。 
 

日時 
（すべて 2006 年） 

イベント内容 

4 月 8 日 メルボルンで、理事⻑の Harvie Brown 主催のディナー 
5 月 12 日 Faculty of Actuaries (England) Club Ceilidh（パーティー） 
6 月 11 日 CHAS チャリティーのため、アクチュアリー有志でエジンバラ・マラ

ソンに参加（現在 75 人がエントリーしている。） 
6 月 18 日 CHAS チャリティーとレース参加を兼ね、Great Scottish Walk に参加 

 
○CHAS に対するチャリティーに非常に力を入れている。 50,000 ポンドの募金を集めるとい

う目標を立てている。 募金受付を開始しており、専用の HP が立ち上げられている。 
http://www.justgiving.co.uk/faculty150 
理事⻑の Harvie Brown 氏の 150 周年挨拶のプレス・リリースでは、アクチュアリー専門職に

対しての公的な監視（public scrutiny）が増してきていることや、アクチュアリーが公的な信頼
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を維持していくためにこのような活動を発展させていくのが必要なことを述べており、公共性の
強い職業団体としての社会的責任を重視していることが伺える。 

 
○「The Actuary」2006 年 1 月・2 月合併号は、スコットランドアクチュアリー会設立 150 周

年特集号。 
 
原文をお読みになりたい方は英国アクチュアリー会のＨＰをご覧下さい。 
http://www.the-actuary.org.uk/ 
“Faculty 150th events” 
（11 月号が概要の紹介、12 月号が CHAS チャリティーイベントの紹介、1・2 月号が 150 周

年特集号） 


